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アコウの木 

写真提供：名古屋国際会議場  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 1 月 1 日発行 

全国公立高等学校事務職員協会 

https://zenjikyo.jimdo.com/ 

事務局：群馬県立太田フレックス高等学校  

電 話：０２７６－３１－８０４７ 

住 所：群馬県太田市下田島町 1243-1 

協会ニュース 206 号 

2021 



1 
 

新年のごあいさつ 

全国公立高等学校事務職員協会 会長 菊地 隆 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年は新型コロナウイルス感染症の影響で、会員の皆様とお会いす

ることができずとても寂しい一年でした。一日も早い終息を祈って

日々過ごしております。くれぐれも皆様お身体に気を付けてお過ごし

ください。 

さて、2020 年が明けたばかりの頃は新型コロナウイルスと聞いても、2002 年のＳＡＲＳコロナウ

イルスや、2012 年のＭＥＲＳコロナウイルスと同様に、どこか他人事のように感じていました。しか

し、徐々にその脅威は増し、非常事態宣言のもと世界的に外出自粛となりその影響は大きなものとなり

ました。学校自体もそうでしたが、本会でも予定されていた事業のほとんどが延期や中止となり「例年

どおり」とか「前例に倣って」ということが通用しない毎日です。 

このような中、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために望むと望まざるとにかかわらず足踏みし

ていたことが動き出しました。テレワークやオンライン学習、オンライン会議などが実際に行われ、現

状の環境下での問題点などが浮き彫りになりつつあり、ネットワーク環境の強化やデジタル化の推進な

どが進められようとしています。それに付随して、働き方改革や業務のスリム化、押印の省略化なども

話題に上ってきています。 

これから求められる新しい生活様式で大きく変わる環境下において、学びたい子どもたちが存分に学

べる環境を整えるために、現状を良く見つめ分析して、過去にとらわれず新しい学校教育への関わり方

を模索していけたらと考えます。 

202１年は辛丑（かのとうし）です。牛は古くから酪農や農業で人間を助けてくれた大切な動物でし

た。大変な農作業を最後まで手伝ってくれる働きぶりから、丑年は「我慢（耐える）」「これから発展す

る前触れ（芽が出る）」というような年になるといわれているようです。自粛生活の中でいろいろと準備

してきたものが一気に芽吹く。そんな一年になるよう祈念いたします。 

本年も本会活動に御支援、御協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 
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令和２年度 

第２回全国理事会報告 

期日：令和２年１２月２８日（月）  

書面及びメールによる開催 

 

  12 月２８日（月）メールを利用した書面による今年度の

第２回全国理事会が行われた。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら集う会議を中止とした。また、過日行われた第２回常任

理事会全体会はリモートによる会議となったが、双方とも順

調に会議を終えた。 

全国理事会出席者は、39 名。以下のとおり全国理事会

の概要を報告する。 

 

＜報告事項＞ 

○協会の活動状況及び情勢について 

理事会資料の「全国理事会議案書」に基づき令和元年

～2 年の主な活動内容の報告と今後の活動予定について

書面により説明を行った。 

また令和 2 年度に開催予定であった第 73 回全国研究

大会は、新型コロナウイルス感染拡大のため、令和 3 年度

に延期したことなどの説明を行った。 

○第１回全国理事会及び総会について 

 全国理事会を令和 2年７月１4日に、総会を令和 2年 8

月 11日に書面により開催し、報告を行った。 

○第 73回全国研究大会の決算報告等について 

 令和 3 年度に延期したこと、準備経費を要したことなど決

算報告の説明を行った。 

 （収支決算報告は３ページに掲載） 

○全国調査について 

  

＜審議事項＞ 

○第１回全国理事会等の日程について 

 令和３年 8月 3日（火）愛知県名古屋市「ウインクあいち」

での開催を提案し、承認された。 

○第 73回愛知大会並びに総会の日程について 

 以下のとおり提案があり、承認された。 

・期 日：令和 3年 8月 4日（水）～5日（木） 

・日 程：4日 12:30～16:10（総会終了 17:30） 

      5日 9:30～16:10 

・会 場：名古屋国際会議場（名古屋市） 

・全体会：記念講演 

    演題 「未定」 

    講師 カレーハウス CoCo壱番屋創業者・NPO法人 

        イエロー・エンジェル理事長 宗次 德二 氏 

○全国公立高等学校事務職員協会事業推進のための新

型コロナウイルス感染症対策ガイドラインの制定について 

本会の事業推進のための、ガイドラインの制定について提

案し、承認された。 

 

＜連絡事項＞ 

○協会要覧の配付について 

 各協会分 5冊を各協会長に発送し、会員閲覧用として全

国協会ホームページにも掲載した。 

○Googleフォーマットを利用したアンケートの実施について 

会員向けにリアルタイムでアンケート集計結果がグラフ化

されるアンケートの実施及び協力依頼をした。 
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 本部活動報告   

 

○常任理事会（定例会） 

12/11 館林市文化会館（群馬県館林市） 

常任理事会・全国理事会について 

事務職員研修会について ほか 

○第 2 回常任理事会（全体会） 

12/４ リモートにより実施 

第 2 回全国理事会の運営について 

○第 2 回全国理事会 

12/２８ 書面により実施 

○本部常任理事異動 

退任（１２／３１付） 

  研究部 小林雄彦 

 

 

 

 お知らせ  

 

１月２０日は、いよいよリモートによる事務職員研修

会です。スタッフ一同準備を整えて臨みたいと思います。 

     

 

 

 編集後記   

 

表紙の写真の「アコウの木」は、平成元年に名古

屋市市制 100周年を記念して開催されました「世界

デザイン博覧会」の時に、鹿児島県の小学校から寄

付を受けたもので、世界デザイン博覧会のシンボル

ツリーとして、72 本の杉の木とともに植栽したもので

す。博覧会の白鳥会場のテーマカラーである赤と同

じ赤い花や実をつけ、シンボルツリーとしてふさわしい

ものでありました。当時は、アコウの根本からは清流

がほとばしり、林内にミストが漂うなど、都会のオアシ

スで爽やかな森林の空気に触れてもらうというコンセ

プトだったようです。（世界デザイン博覧会公式記録

より） 

アコウの木は、クワ科の半常緑高木。樹高は約 10-

20m。樹皮はきめ細かい。幹は分岐が多く、枝や幹

から多数の気根を垂らし、岩や露頭などに張り付く。

5 月頃、イチジクに似た形状の小型の隠頭花序を、

幹や枝から直接出た柄に付ける（幹生花）。果実は

熟すと食用になる。 

日本では、本州の紀伊半島及び山口県、四国南部、

九州、南西諸島などの温暖な地方に自生し、防風

樹、防潮樹、街路樹として利用される。沖縄県や鹿

児島県奄美群島では、屋敷林にも利用される。日

本では国の天然記念物に指定されている巨樹、古

木も多い。また、ガジュマルに比べると耐寒性が高い

という特性を活かし、観葉植物としても用いられる。

（ウィキペディアより） 

昨年を振り返りますと、本年度事業活動がほぼ中止

となってしまいました。 

次号の「協会ニュース」は愛知大会について、特集し

ます。                         （柴﨑） 

 

 

 

 

 

 

○全国協会 HP アドレス 

  https://zenjikyo.jimdo.com 

○「協会ニュース」についてのお問い合わせ 

 ご連絡は次の広報部編集担当まで 

・茨城県立取手第一高等学校／宇佐美 

電話 ０２９７－７２－１３４８ 

FAX ０２９７－７３－７８１４ 

Mail usami.fukumi@post.ibk.ed.jp 

・茨城県立水海道第二高等学校／柴﨑 

電話 ０２９７－２２－１３３０ 

FAX ０２９７－２２－５４８９ 

Mail sibasaki.seiji@post.ibk.ed.jp 

mailto:usami.fukumi@post.ibk.ed.jp
mailto:sibasaki.seiji@post.ibk.ed.jp

